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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公開番号】特開2006-259286(P2006-259286A)
【公開日】平成18年9月28日(2006.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2006-038
【出願番号】特願2005-77197(P2005-77197)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月17日(2008.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤と、
　像担持体と対向する部位に開口部を有し、内部に該現像剤を収容している現像剤容器と
、
　該現像剤容器の開口部にて回転自在に配置され表面に該現像剤を担持する現像剤担持体
と、
　該現像剤容器内において該現像剤担持体と接触して配置され、該現像剤担持体への該現
像剤の供給及び該現像剤担持体からの該現像剤の剥ぎ取りを行う現像剤供給剥ぎ取り部材
と、
　該現像剤担持体に当接し該現像剤担持体上の該現像剤の層厚を規制すると共に該現像剤
に電荷を付与する現像剤規制部材と、
を有する現像装置において、
　該現像剤が、一成分現像剤であり、
　該現像剤担持体が、少なくとも基体と、該基体表面に形成された導電性樹脂被覆層とを
有し、該導電性樹脂被覆層の表面の十点平均粗さRzjisが、２．０～５．５μｍであり、
且つ、該Rzjisの変動係数が１１.５％以下であって、該導電性樹脂被覆層の表面の油溜り
深さRｖｋが、０．８０μｍ以下である
ことを特徴とする現像装置。
【請求項２】
　前記現像剤供給剥ぎ取り部材が、発泡体からなる弾性層を有するものであることを特徴
とする請求項１記載の現像装置。
【請求項３】
　前記発泡体が、セルを有し、該セルの平均セル径が２００～５００μｍであることを特
徴とする請求項２記載の現像装置。
【請求項４】
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　前記現像剤供給剥ぎ取り部材が、４５～６５°の硬度（アスカーＦ）を有するものであ
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の現像装置。
【請求項５】
　前記現像剤担持体表面と前記現像剤供給剥ぎ取り部材の当接圧（線圧）が、１８～３６
Ｎ／ｍであることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の現像装置。
【請求項６】
　前記現像剤担持体表面と前記現像剤供給剥ぎ取り部材の当接幅が、１～５mmであること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の現像装置。
【請求項７】
　前記導電性樹脂被覆層が、結着樹脂、該結着樹脂中に分散された黒鉛化粒子を少なくと
も含有しており、該黒鉛化粒子は、体積平均粒径が０．５～４．０μｍであり、体積分布
における10μｍ以上の体積粒径を有する粒子の存在割合が5.0体積％以下であることを特
徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の現像装置。
【請求項８】
　前記黒鉛化粒子の黒鉛化度Ｐ（００２）が、０.２０以上０．９５以下であることを特
徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の現像装置。
【請求項９】
　前記黒鉛化粒子が、下記式(１)および(２)に示す関係を満たすものであることを特徴と
する請求項１乃至８のいずれかに記載の現像装置：
－0.0464Ln(X)+ 0.3143≦ Y ≦ －0.0464Ln(X) + 0.7643　　　　(１)
0.5 ≦ X ≦ 4.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (２) 
［式中、Xは、黒鉛化粒子の体積平均粒径（μｍ）、Yは、黒鉛化粒子の黒鉛化度P（002）
を表す。］。
【請求項１０】
　前記黒鉛化粒子が、バルクメソフェーズピッチまたはメソカーボンマイクロビーズを黒
鉛化して得られたものであることを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の現像装
置。
【請求項１１】
　前記現像剤が、非磁性一成分現像剤であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれ
かに記載の現像装置。
【請求項１２】
　前記現像剤が、フロー式粒子像測定装置で計測される円相当径ｄが３μｍ以上４００μ
ｍ以下の現像剤粒子についての平均円形度（ａave）が０．９７０以上の値を有するもの
であることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載の現像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　上記課題を解決した本発明は、
　現像剤と、
　像担持体と対向する部位に開口部を有し、内部に該現像剤を収容している現像剤容器と
、
　該現像剤容器の開口部にて回転自在に配置され表面に該現像剤を担持する現像剤担持体
と、
　該現像剤容器内において該現像剤担持体と接触して配置され、該現像剤担持体への該現
像剤の供給及び該現像剤担持体からの該現像剤の剥ぎ取りを行う現像剤供給剥ぎ取り部材
と、
　該現像剤担持体に当接し該現像剤担持体上の該現像剤の層厚を規制すると共に該現像剤
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に電荷を付与する現像剤規制部材と、
を有する現像装置において、
　該現像剤が、一成分現像剤であり、
　該現像剤担持体が、少なくとも基体と、該基体表面に形成された導電性樹脂被覆層とを
有し、該導電性樹脂被覆層の表面の十点平均粗さRzjisが、２．０～５．５μｍであり、
且つ、該Rzjisの変動係数が１１.５％以下であって、該導電性樹脂被覆層の表面の油溜り
深さRｖｋが、０．８０μｍ以下である
ことを特徴とする現像装置である。
　さらに、前記現像剤供給剥ぎ取り部材は、発泡体からなる弾性層を有するものであるこ
とが好ましい。
　さらに、前記発泡体は、セルを有し、該セルの平均セル径が２００～５００μｍである
ことが好ましい。
　さらに、前記現像剤供給剥ぎ取り部材は、４５～６５°の硬度（アスカーＦ）を有する
ものであることが好ましい。
　さらに、前記現像剤担持体表面と前記現像剤供給剥ぎ取り部材の当接圧（線圧）は、１
８～３６Ｎ／ｍであることが好ましい。
　さらに、前記現像剤担持体表面と前記現像剤供給剥ぎ取り部材の当接幅は、１～５ｍｍ
であることが好ましい。
　さらに、前記導電性樹脂被覆層は、結着樹脂、該結着樹脂中に分散された黒鉛化粒子を
少なくとも含有しており、該黒鉛化粒子は、体積平均粒径が0.5～4.0μｍであり、体積分
布における10μｍ以上の体積粒径を有する粒子の存在割合が5.0体積％以下であることが
好ましい。
　さらに、前記黒鉛化粒子の黒鉛化度P（002）が、0.20以上0.95以下であることが好まし
い。
　さらに、前記黒鉛化粒子は、下記式（１）及び（２）に示す関係を満たすものであるこ
とが好ましい。
-0.0464Ln(X) + 0.3143 ≦ Y ≦ -0.0464Ln(X) + 0.7643　　(１)
0.5 ≦ X ≦ 4.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２)
［式中、Xは、黒鉛化粒子の体積平均粒径（μｍ）を、Yは、黒鉛化粒子の黒鉛化度P（002
）を表す。］
　さらに、前記黒鉛化粒子は、バルクメソフェーズピッチを黒鉛化して得られたものであ
ることが好ましい。
　さらに、前記黒鉛化粒子は、メソカーボンマイクロビーズ粒子を黒鉛化して得られたも
のであることが好ましい。
　さらに、前記現像剤は、非磁性一成分現像剤であることが好ましい。
　さらに、前記現像剤は、フロー式粒子像測定装置で計測される円相当径ｄが３μｍ以上
４００μｍ以下の現像剤粒子についての平均円形度（ａave）が０．９７０以上の値を有
するものであることが好ましい。
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